
観光拠点と公共交通機関のバス停・鉄道駅を自転車でつなぐ 

官民協働・地域間連携「はりまクラスター型サイクルスタイル」の構築 

 

＜POINT＞ 

・観光拠点と公共交通機関のバス停・鉄道駅を自転車でつなぐ観光ルートの構築 

・行政とバス会社との官民協働によって、8 市 8 町の『播磨圏域連携中枢都市圏』という

広域で行われている取り組み 

・サイクリスト受入環境の整備のみならず、播磨圏域での宿泊・周遊を促進するための 

観光ルートの構築に自転車を活用 

 

＜播磨圏域の概況＞ 

兵庫県姫路市は、近接する 8 市 8 町（姫路市、相生市、加古川市、赤穂市、高砂市、加

西市、宍粟市、たつの市、稲美町、播磨町、市川町、福崎町、神河町、太子町、上郡町、佐

用町）によって構成された『播磨圏域連携中枢都市圏』の連携中枢都市となっている。世界

文化遺産・国宝である姫路城には、平成 27 年のリニューアル以降、国内外から多くの観光

客が訪れてきたが、次第に来客数も落ち着きはじめており、関西エリアからの「日帰り」や、

中国エリアへの移動途中での「立ち寄り」といったショートステイが多い状況でもあった。

そのため、姫路城の観光客を播磨圏域で宿泊・周遊してもらえるような観光ルートの整備に

力を入れてきている。しかし、播磨圏域は広域であるため、観光案内パンフレットに掲載し

たモデルコースが、車でまわるルート中心になっており、公共交通機関で移動できるルート

の構築など様々なニーズに対応することが求められてきた。 

そこで、姫路市が取り組んでいるのが、観光拠点と公共交通機関のバス停・鉄道駅を自転

車でつなぐという「はりまクラスター型サイクルスタイル」の構築である。スポーツサイク

ルがブームとなっていることや、平野部のルートも多いこと、また、公共交通機関の駅など

から少し離れた観光拠点を自転車でつなぐといった観点から、地元のバス事業者である神

姫バス株式会社などと一緒に様々な取り組みが行われている。 

 

＜取組の概要＞ 

①広域観光ルート（サイクリング モデルコース）の紹介 

観光スポット、サイクルスポット、トイレなどの情報や、バス・レンタサイクルを使った

サイクリングコースを紹介。バスや鉄道でコースの起点まで移動した後、自転車で自由に観

光地を巡り、これまで車や徒歩でしか周遊できなかったエリアにも訪れることができる。菜



の花畑などの田園風景を巡る「夢前・夢街道コース（姫路～夢前）」、揖保川のせせらぎを聞

きながら酒造や日本酒発祥の地とされる庭田神社などを巡る「日本酒のふるさとコース（宍

粟市一宮）」など、8 つの中から好きなサイクリングコースを選ぶことができる。また、宍

粟市一宮のサイクリングコースは、平日は通勤で利用されている神戸市 三宮～宍粟市 山

崎 IC 間の高速バスを、休日は逆に三宮方面から播磨圏域への観光に利用してもらうために

活用できる。このように、既存の公共交通網から繋げる形で観光ルートを作り出し、バスで

のルートが作りにくいエリアへの移動方法において自転車に着目した点は、二次交通整備

の取り組みとして興味深い。 

これらの情報は、神姫バス株式会社が運営するニコパポータルという利用者向け情報サ

イト内の「はりまサイクリング」という特設ページに掲載されており、事前にサイクリング

情報を知ることも可能になっている。http://www.nicopaclub.jp/feature/vol27.html 

 

  

図１：サイクリングコース 紹介      図２：サイクリングコース マップ 

 

 

 

 

http://www.nicopaclub.jp/feature/vol27.html


②姫路駅前サイクルステーション 

姫路駅を拠点とする利用者のため、山陽姫路駅近くの神姫バス姫路駅旧待合所に「姫路駅

前サイクルステーション」を開設し、レンタサイクルの貸出や広域観光ルートを紹介してい

る。インバウンド観光客のために、英語表記のレンタサイクル利用案内も備えられており、

外国語が話せる担当者が対応することも可能とのことである。さらに、姫路市はインドネシ

アとの交流促進にも力をいれているため、サイクルステーション内には、ムスリムのための

祈祷室も設置されている。姫路駅コンコース内の姫路市観光案内所からの誘客も行われて

おり、国内外の観光客にとって有益なサービスが提供される観光拠点となっている。 

サイクリスト向けサービスとしては、サドル引っ掛けタイプのサイクルスタンドを設置

し、簡単なメンテナンス用品の貸出しなども行っている。事前に自転車を「サイクルステー

ション」まで配送して預けておき、自分の自転車を運ばずに身軽に訪れることができるサー

ビスや、手荷物の預かり（有料 500 円）なども行っている。また、男女別に各 1 室ずつ更

衣室を設置。サイクリングに必要な小物類（ヘルメット、手袋など）を忘れたしまった場合、

または、軽微な修理が必要となった場合でも、気軽にヘルメットや手袋、パンク修理用リペ

アチューブなどのサイクル用品を購入することも可能になっている。 

 

  

図３：サイクルステーション 外観    図４：サイクル用品 



  

図５：レンタルクロスバイク       図６：ムスリム祈祷所 

 

 

図７：レンタサイクル利用案内（左：英語版、右：日本語版） 

 



③中距離対応型レンタルクロスバイクの貸出し 

中距離圏内（20 キロメートル程度を想定）を無理なく走行できる「クロスバイク」を「姫

路駅前サイクルステーション」をはじめ、姫路市内、宍粟市内、相生市内、赤穂市内計 6 箇

所に合計 15 台設置し、サイクリング用の自転車を持っていない利用者でも「無料」で広域

のサイクリングが可能になっている。各拠点 2～3 台の先着順ではあるが、姫路駅サイクル

ステーションでは、1 人あたりの利用時間は 2～4 時間で、9:30～18:00 の営業時間内で

毎日 2 回転くらいするため、月間 250 件程度は利用されているとのことである。 

 

④サイクルエイドステーション 

播磨圏域連携中枢都市圏の主要バス拠点停留所や観光拠点、道の駅など計 20 箇所にサド

ル引っ掛けタイプのサイクルスタンドを設置し、組立てや簡単なメンテナンス（空気入れ、

パンク修理）が出来る用具の無料貸出しを行っている。 

 

⑤ロゴマーク「bGo（ビーゴー）」 

播磨圏域全体で統一感を演出し、圏域内外で効果的に情報発信を行うため、「bGo（ビー

ゴー）」のロゴマークを制作。シールをサイクルステーションで配布するなどして、普及を

推進している。また、このロゴマークは申請すれば商業利用も可能としており、広く PR 活

動に利用できる点も特長である。 

※「bGo とは」 

 播州（播磨の別称）や自転車（bicycle,bike）の頭文字と「自転車で播州の観光地を巡

ろう」というメッセージを込めている。 

 

 

図８：bGo ロゴ シール 



＜今後の課題と対処方法＞ 

今年度は利用者数の増加を目指して、イベント出展や WEB サイト・SNS・動画サイトな

どでの PR 活動に力を入れていくとのことである。 

また、バスや電車で自転車を運んで移動するための受入体制が整備できれば、観光ルート

の幅がより広がっていくが、自転車の運搬方法には課題もある。レンタサイクルの場合は、

運搬しやすい折りたたみ自転車を整備する方法が考えられるが、サイクリストが自分の自

転車を利用する場合、スポーツサイクルは高価なものが多いため、運搬中に破損などが発生

して補償問題が起きないように配慮する必要がある。しかし、こうしたスポーツサイクルの

所有者は富裕層が多く、健康志向の高まりとも合わさって今後の利用者増加が見込まれる。

そのため、琵琶湖・淡路島・しまなみ街道などのサイクリング先進地域のように、緊急時の

レスキュー対応・運搬方法などの整備も進めていくことで、播磨圏域でのサイクリストの宿

泊・周遊が促進されることで観光地での消費が増加し、地域活性化へと繋がっていく可能性

が考えられる。 

 

 サイクリストをターゲットとした受入環境整備だけではなく、車や公共交通機関の代わ

りとして、自転車を活用した観光ルートを構築するという観点からの取組は、二次交通の整

備による広域での宿泊・周遊促進を考える上で、とても興味深い事例である。 

 

（取材：2018 年 5 月） 

 


